
区分 総合企画審議会※1
庁内体制

市民参画・市議会
庁議・調整会議等※2 各 課

R

1

年

度

4

月
6/10策定要項制定(庁議) 6月 前期施策評価

たたき案策定

総合企画審議会委員市民公募

(5/10～31)

7

月

7/26 第１回 7月 各課ヒアリング

10

月

12/13 第２回

11/26 第１回(調整会議)

1

月

3月 第３回(書面)

2/25 第２回(調整会議)

3月 総合戦略改訂

R

2

年

度

4

月 5月 職員説明会

計画素案策定
7

月

7月 第４回(書面)

8/18 第５回(諮問)

9/29,30 専門部会

8/5 第３回(調整会議)

9月 計画原案策定

基礎調査
・前期基本計画の評価
・市民意識調査(9/17～9/30)
▶市内外計7,000人

・グループインタビュー(全5回)
・中学生アンケート
・まちづくり市民会議等の意見整理
・現状分析
・人口推計 など

ひたちなか市第３次総合計画後期基本計画の策定経過について
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R

2

年

度

10

月

10/1 専門部会

11/20 第６回

10月 計画案策定

12/3 市議会全員協議会報告

1

月 2/16 第７回

2/22 答申

1/13 第４回(調整会議)

2/25 計画決定(庁議)

1/19～2/4

市議会常任委員会所管事務調査

4月

パブリック・コメント，まちづくり市民会議からの意見聴取※3(12/10～1/12)

第3次総合計画後期基本計画・第２期総合戦略に基づく市政運営スタート

※1 総合企画審議会…関係のある公務員，関係団体の役職員，学識経験者，市内の公共的団体等の代表者，
住民から市長が委嘱(３０人以内)。市長の諮問に応じ，総合計画の基本構想及び基本計画に関することな
どを審議

※2 庁議…市長が主宰し，市政各部門の基本方策を総合的視野から審議策定等を行う。
調整会議…総合計画連絡調整会議の略。企画部長が主宰し，総合計画等に関する事項について各部長間で
庁内調整を行う。

※3 パブリック・コメント，まちづくり市民会議からの意見聴取…計画策定の過程に用いられるパブリック・
コメントに加え，地域の課題解決に取り組む「まちづくり市民会議」に対しても個別に説明・意見聴取
▶パブリック・コメント ５名 38件
▶まちづくり市民会議 2地区 ３名 12件

・R1.7.26 第１回 審議会の役割，計画策定の趣旨・構成等の確認，策定における留意点
・R1.12.13 第２回 前期基本計画の評価等，重点プロジェクトの方向性
・R2.3         第３回 基礎調査等の結果，重点テーマ(案) ※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため書面審議
・R2.7 第４回 重点テーマ(案) ※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため書面審議
・R2.8.18 第５回 後期基本計画(素案)

・R2.9.29～第１回 専門部会 ※総務生活，文教福祉，経済建設の３部会に分かれ計画案を審議
・R2.11.20 第６回 専門部会開催結果
・R3.2.16 第７回 パブリック・コメント等の結果，後期基本計画(案)，答申
・R3.2.22 答申

審議の内容(主なもの)



後期基本計画の重点テーマ・重点プロジェクト

▶重点テーマ

人口減少問題をまちづくりの総合的な課題として捉え，人口減少対策に取り組み，職・住・育が近
接した持続可能なまちづくりを行うことにより，将来にわたってより長く人口15 万人を維持するこ

とが目標

▶重点プロジェクト
基礎調査等の結果をもとに，重点テーマを達成するため，重点的に進める政策として

①子育て世代に選ばれるまちづくり ②Ｆ１層（20～34歳女性）が住みやすいまちづくり

③ＵＩＪターン先として選ばれるまちづくり ④シビックプライドを高めるまちづくり を設定



(参考)ひたちなか市の人口推計

▶施策を着実に推進してきたが，本市人口は平成24年の157,153人をピークに減少傾向

▶令和元年度の人口は155,080 人
▶基本構想に定める令和7 年度（2025 年度）の想定人口（154,000 人）を下回る可能性が高い

▶令和7年の推計人口について

市推計（R1）では151,385人 ※直近の純移動率・合計特殊出生率が継続するものとして試算

社人研※推計準拠（R1）では148,826人 ※国立社会保障・人口問題研究所

▶社人研推計準拠（R1）では，2060年の19歳以下人口は，2015年の半分以下になると推計
▶2060年の高齢化率は40.0％（2019年高齢化率：25.8％）

人口推計の比較 社人研推計準拠（R1）における世代別人口の推移


